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①温かい心の人が増えるよさがある反面，「我慢する
人がいるのでは？」などの問題意識も出てきたので，
クラス全体で考えていこうと指針を立てた。
②黒板に「日本地図」を描くことで，遠く離れた関わりの
ない人にも温かい心が伝わったことに気付かせた。
③展開やまとめの中で，導入で生まれた問題意識「温
かい心の人は我慢しているのか」について言及した。

授業で工夫した点 

学　習　活　動 手　立　て

〇温かい心の人が増えるとどんなことが起こるかを考える。

〇教材の中の温かい心がなぜ生まれたか，温かい心のよさや可能性につ

いて考える。

〇温かい心はどんな心かを改めて考える。

●温かい心の人が増えるよさについて共有する。さらに，そう簡単にい

かない難しさについて考えさせる。

●福島の被災者たちも苦しい生活が続いているにも関わらず，温かい心

で人に接するのはなぜか問う。

●温かい心について考えた学習のまとめとして，温かい心はどんな心か

を改めて具体的に考えさせる。

本時の展開

導入でいくつか問題意識が出てきました。 
“授業で工夫した点”に書いたように，クラ
ス全体で考えていこうと学習方針を立て，展
開の途中やまとめの際に問いかけをしなが
ら問題解決を試みました。しかし，クラス全
員で議論できたという手応えがあまり感じ
られませんでした。他にどのような手立てが
有効なのかをアドバイスお願いします。

神奈川県綾瀬市立
綾北小学校
見上 慎哉 先生

本時の板書

黒板に｢日本地図｣を描いて，視覚的に
｢距離｣をイメージさせたのはとてもよいで
す。｢離れている場所にも温かい心が伝わっ
た｣ことがわかります。
｢なぜ伝わったのか｣を考えると，ねらい

とする｢遠く離れた関わりのない人の心も
温かくする力がある｣ことを理解しやすい
でしょう。

ここはナイス！

板書の工夫

主題を通して考えたいこと
＜●親切，思いやり ●感謝＞
● 温かい心には，関わる人だけでなく，遠く離
れた関わりのない人の心も温かくする力があ
ることを理解する。改めて，温かい心をもっ
て人に接することのよさや可能性を感じさせ，
温かい心をもとうと意欲を高める。

【主題名】　　　  【教材名】　

温かい心　命のおにぎり
                                                         （光文書院）

｢
す
た

と
温
で

道徳授業／誌上チェック＆アドバ えて
！
先生

工
夫
①

工
夫
③

工
夫
②

相談者・相談内容
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自分なりに思考を整理してまとめられている。

授業の中で発表できなかった意見もノートに

まとめられている。

 T：教材の中に，温かい心はありましたか。

C：福島の被災者たちがおにぎりを作った。

C：広島の人たちが紙芝居を作った。

 T：おにぎりを作ったのはなぜでしょうか。

C：おなかを空かせていると思ったから。

 T：福島の被災者たちは，自分たちもまだ苦しい生
活なのに，なぜおにぎりを作ったのかな。

C：自分たちも助けてもらって嬉しかったから。

C：苦しい経験をしたからこそ，今も大変だからこ
そ，温かい心で接したいと思った。

 T：自分たちの食べる分を我慢しておにぎりを配っ
たのかな。

C：まったく我慢じゃないと思う。

 T：では，紙芝居を作ったのはなぜだろう。

C：この思いやりの話を全国の人に伝えたいから。

C：この話を聞いて感動して笑顔になったから，他
にも笑顔を届けたいと思った。

C：私も誰かを助けたいという気持ちが生まれたか
ら。

 T：紙芝居を多くの場所の人が見たらどうなってい
くかな。

C：笑顔が増えたり，平和につながったりしていく。

 T：導入でみんなが言っていたことと同じだね。

C：笑顔を増やすなら，お笑い芸人も一緒だよ。

 T：お笑い芸人が生む笑顔と，おにぎりや紙芝居が
生む笑顔に違いはあるかな。

C：｢ガハハ｣と｢ニッコリ｣ って感じ。

 T：それはどういう違いなのかな。

C：｢ニッコリ｣は心が温かくなる感じ。

C：｢ガハハ｣もダメなわけじゃないけど，｢ニッコリ｣
は平和につながる。

 T：なるほどね。平和につながるような温かい心は，
どんな心なのか改めて考えてみよう。

C：支えてもらった恩返しをするという発想。

C：もらった人に返すだけではなく，優しくしても
らった嬉しさを他の人に分けてあげる。

 T：温かい心の人は我慢しているのかな。

C：温かい心の人は，我慢が苦じゃないのだと思う。

 T：教材にも｢人様のお役に立ててよかった｣とあっ
たね。我慢ではないポジティブな温かな心を，こ
れからも大切にしていけるといいですね。

（T：教師　C：児童）授業の内容 子どもの反応

【A児のノート】

【B児のノート】

イス

ここはナイス！

子どもの問
題意識を生
かした展開 

わたしなら
こうする！

ねらい，問い，
写真の活用写真の活用

かした展開

導入で｢温かい心の人は我慢して
いるのか｣という子どもの問題意識を
生かそうとした点がすばらしいです。
そして，その問題意識から展開を考え
た柔軟な指導の姿勢がさすがです。指
導案にはない展開はなかなかできま
せん。まとめの段階で導入の問いを問
い直しているのもよいですね。

　　　　　　　　　　　に対応して｢我慢している人もいるの
ではないか｣と問い返し，続けて，｢我慢ではないとしたらそれは
なぜか｣と問います。ここがポイントなので，深く考えさせます。
その後の紙芝居の場面では，教科書の笑顔の写真を拡大して黒
板に貼ります。離れていても互いの温かい心がつながったから
こそ，｢すてきな笑顔があふれる写真｣になったことが視覚的に
もわかるようします。写真は終末でも活用できます。

まず，｢温かい心の人は我慢してい
るのか｣と板書し，学習問題を共有し
ます。｢『命のおにぎり』からその問題
を考えよう｣と投げかけ，教材を読み
ます。そして，｢子ども同士の意見交換
｣を増やします。考えさせたい発問の
あとに｢ペアトーク｣ ｢グループ活動｣
を入れるのです。また，ノートに書い
てから話し合うのもよいでしょう。
授業場面では，導入の子どもの意見
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教え
て！ 

土田
 先生

教えて！ 加藤先生
道徳授業 Q&A

自分中心に考えてしまう子ども
が多いと感じ，おおかみになり

きる役割演技を取り入れました。前半は意地
悪を楽しむおおかみの姿に共感させ，そして，
橋を渡る場面を演技させ，優しいくまの行為
について考えさせました。
多様な考えを引き出すためには，どの場面で，
どの登場人物で役割演技させたらよいので
しょうか。

　　　　　　どの登場人物を取り上げるかは，｢児童
の実態｣と｢ねらい｣によると考えています。｢おおか
み｣を演じた子どもに｢くま｣を演じさせる手法はいか
がでしょうか？ 意図的に視点を変え，気持ちの変化
がわかった後に，｢くま｣ になってみることで，自分
の力を人のために使うことのすばらしさにも気づく
でしょう。
2つの役割演技をしたときに感じた違いは何か，演技
を見ていた子どもたちにも問いたいですね。

　　　　　 せっかく子どもたちの思考に寄り添う形
でスタートを切られたのですから，ここからひとひね
り，問い返しの工夫が必要だったように思います。
｢やさしくすると相手が喜んでくれることは分かった
けれど，自分はその分疲れちゃうのかな｣ など，｢○
○｣の部分の解釈を柔軟に投げかけてあげると対話が
広がり，深まるかもしれません。
たくさんの効果的な問い返しに，是非チャレンジして
ください。

導入で，｢人にやさしくすると？｣
というような発問をしました。

子どもからは｢いいことがある｣｢友だちができ
る｣などの意見が出ましたが，既知内容につい
て把握するに留まりました。
低学年でも授業を貫く｢問い｣をもち，主体的
に道徳的な価値が深めていくためには，どのよ
うに導入の工夫をしたらよいのでしょうか。

相談者① 

相談者② 

内容：役割演技の仕方 役割演技の場面と問いの
工夫 （土田）

ねらいの立て方と問いの
工夫 （加藤）

内容：授業を貫く｢問い｣

千葉県富津市立
天羽小学校

有馬 佐恵子 先生

大阪府池田市立
緑丘小学校

石光 政徳 先生

A1

A2

Q1

Q2

＊光文書院の小学道徳『教師用指導書　朱書編』には，全ての教材に構造的な板書例が掲載され，『教師用指導書　研究編』には，板書の過程が丁寧に解説されています。

【内容項目】　
親切，思いやり

【教材名】　
はしのうえのおおかみ
　　　　　　　（光文書院）

主題を通して考えたいこと
◦他人が喜ぶと自分もうれしくなる心があることが
分かり，思いやりの心をもって人に親切にして生
活しようとする。

　おおかみは，どうして　
いばって　いるのかな。
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▲この板書はナイス！

この板書はナイス！

▲

前半部で意地悪を楽しむ気持ち
に共感させたことが，くまと出
会った時の気持ちやその後の変
化に表れています。

子どもたちの思考の流れを大切
にしようという意図のもと，視
覚化などの子どもたちの思考を
サポートするような工夫がなさ
れ，展開が見やすく
なっています。
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